
令和４年度 家庭教育学級 開級式資料

常総市教育委員会 生涯学習課

中学校１年生の保護者のみなさんへ

家庭教育学級とは…。

① 子育てについて学ぼう① 子育てについて学ぼう

② 学校を知ろう② 学校を知ろう

③ 仲間をつくろう③ 仲間をつくろう

④ 家庭生活を豊かにしよう④ 家庭生活を豊かにしよう

（（家庭の在り方家庭の在り方、、親としての在り方親としての在り方））

コロナ禍における話題の子育てニュース

・小中高校の児童生徒自殺者が過去最多

・小中学校の不登校児童生徒数が過去最多

・いじめの減少

・パソコンや携帯電話によるいじめの増加

・児童虐待の相談対応件数初20万件超

私たち保護者が自分事として社会問題と向き合うことが大切！

最近のお子さんのことで気になることは…。

・〇〇〇が不安だ…。 ・勉強や進路
・×××はこれからどうなるの？ ・部活動
・△△△はうまくいくかな？ ・友達関係
・□□□に自信がない…。 etc

不安をやわらげるのは家庭教育の力！

常総市では、家庭において
子どもを正しく理解し、健や
かに成長していくことを願っ
て、子どもに関わる様々な課
題について、１年間、計画的
継続的に学習する場として開
級しています。



中学生になると…
☆行動範囲や友人関係が広がる

いくつもの課題に向き合い
成長する時期

自分探しの旅

日本人は自己肯定感が低い!!
資料：諸外国との比較からみる 子どもの現状 満13歳～29歳の男女
平成25年度『我が国と諸外国の若者の意識に関する調査』内閣府 「そう思う」の回答比率

③ 積極的に褒める姿勢を大切にしよう。 ほめることで自己肯定感をUP！
人には認められたい「承認欲求」がある
☆有効な言葉かけ
「えらいね」「できたね」
「がんばってるね」
「父さん母さんもうれしいよ」
「ありがとう、助かったよ」
※あたたかなまなざしで伝えよう！

親としての大前提！

子供を
愛 する力！
尊重 する力！

中学生になると…
☆心と体が大きく変化する

子供をどのようにサポート
すべきか迷いが生じる時期

思春期に突入

思春期は誰もが通る道！

子供に流されず、ぶれない子育てを！

思春期を「成長」ととらえて
「思春期キター！！！」

と思えるか。

① 子供の話をしっかり聞こう。

一方的なものになっていませんか？

会話 と対話 の違いは？
・子供を尊重しようとする意識があるか？
・子供と真っ正面から向き合う覚悟があるか？
・話をする意味が共有できているか？

② 子供に関心をもち、
常にアンテナを高くしよう。
子供の行動の把握

誰と仲が良いのか？
どんな日常生活を送っているのか？



○ため息をついたり、口数が少なくなる。
○家族を避け、隠し事があるような気配がある。
○登校時になると具合が悪くなる。
○学習意欲がなくなったり、なげやりになったりする。
○衣服が汚れたり、破れたりしていることがある。
○持ち物をなくしたり、こわされたりすることがある
○怒りっぽくなったり、乱暴な言葉づかいや態度が多くなる。
○目つきがきつくなったり、視線をあわせなくなったりする。
○髪型や服装を気にする。
○金づかいが荒くなったり、頻繁にこづかいを要求したりする。
○帰宅時間が遅くなったり、わけを聞いても応えなくなったりする。

④ 小さなサインを見逃さないようにしよう。

まなびネットいわて 子育てワンポイントアドバイス 中学校編より

ほめることで自己肯定感をUP！
人には認められたい「承認欲求」がある
☆有効な言葉かけ
「えらいね」「できたね」
「がんばってるね」
「父さん母さんもうれしいよ」
「ありがとう、助かったよ」
※あたたかなまなざしで伝えよう！

○親は私の味方だ
○親は私を守ってくれる
○うちにいれば安心だ

家が安らぎのある心地よい場所に！

⑤ 家庭生活を充実させ仲の良い姿

を見せよう。

「親力」を高めなければならない
・朝の元気なあいさつ（親から子供へ）
・仕事に対する姿勢（元気に家を出る 愚痴は言わない）
・周囲に対する態度（自分の両親や周囲の住人）
・社会人としての自覚（ルールを守る、マナー向上）
・休みの使い方（自分も家族も楽しめる）
・父母が互いに尊重する

親は「子の鏡」
直近の大人として

見本である自覚が必要です。

親に必要な力
子供を愛する力！子供を尊重する力！
①対話する力
②行動を把握する力
③褒める力
④気付く力
⑤安心させる力



お子さんの幸せはみんなが望んでいること。
みんなで子育てを楽しみましょう！


